
団体名： 御津町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.5 ％） （達成度 70.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 103.0 ％） （達成度 108.2 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 91.7 ％） （達成度 75.0 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 110.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 128.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 128.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.9 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり
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今後とも適正処理
に努め、適用促進
を図り委託事業主
の負託に応える。

委託事業者数
小規模事業者の事務負担
の軽減及び労働関係補助
金の円滑な受給が図られ
た。関連する賃金・雇用
問題などの相談も多く、
真摯な対応により信頼を
得られた。
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地域貢献と地域と
のふれあいを図る
ため、イベント事
業を実施し、部員
相互の交流から
ネットワーク作り
展開していく。

商工業振興事業
（御津鐵工会）

御津鐵工会の活動をサポート
することにより、町内鉄工業
者の活性化に資するととも
に、施策情報を的確に提供し
経営支援事業の円滑な推進を
図る。併せて、セミナー等の
開催を通じて知識技術の習得
を促す。

節分祭　　6名

祭典事業
（イベント事業）

みとふれあいまつりを開催す
ることにより、その集客力を
活かして参加小規模事業者の
販売活動を促進し、商工会の
ＰＲを図ると共に地域の総合
的な振興を図る。

みとふれあいまつり
10月22日
出店社数　22社
来場者数　3,000人
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引き続き商工会の
認知度アップと、
地域貢献、商工業
者の活性化に繋げ
る。
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引き続き活動支援
を実施していく。
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小規模事業者が必
要とするテーマに
沿った講習会の開
催に心掛け、より
いっそう経営改善
に資するものとす
る。

指標 指標

目標
数値

576
実績
数値

625
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

33
実績
数値

34
目標
数値

330
実績
数値

　２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

若手後継者育成事
業

若手後継者を対象に、決算書
の見方や個人・法人のメリッ
ト、デメリットや節税対策に
ついてのセミナーを行う。自
社の財務分析により現状を把
握し、今後の事業計画策定に
寄与することを目的とする。

インボイス制度の実務編
（オンラインセミナー）
　1回　11人

【巡回窓口指導】
・巡回窓口指導実企業数
287件
(巡回：97件、窓口：190件)
・巡回窓口指導延件数625件
(巡回：316件、窓口：309件)
・課題解決提案件数　　14件
・経営革新承認件数　　 0件

記帳継続指導

講習会事業

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとっ
て必要な知識習得を図り、事
業者の資質の向上と円滑な事
業運営に資する。特に、経営
環境の変化に対応するため、
経営分析・事業計画関係の実
施に注力する。

・集団　　1回　　33名
(経営一般　　1回　　33名)
・個別　10回　　27名
(金融　1回　　1名)
(税務（記帳定例税務相談
会）　　2回　　7名)
(税務（確定申告指導会）
7回　　19名)

商工会職員が、個人事業主等
を対象に正しい記帳方法や決
算・確定申告の指導を行い、
適正な税務申告と経理の自計
化や計数管理による経営力の
向上に結びつける。

・指導対象者数34人
・指導延日数195日
・指導延回数357回

巡回・窓口相談指
導事業

コロナ禍での危機的状況を踏
まえつつ、経営指導員等の商
工会職員が事業所へ訪問。金
融相談・税務相談・労働相談
等経営全般について様々な相
談への指導をすることによ
り、経営改善を図り、健全な
企業を育成する。

労働保険事業

事務処理体制の脆弱な小規模
事業者に代わり、労働保険事
務代行することにより事務経
費の軽減と労働保険補助金の
受給等に寄与する。

①労働保険料の申告・納付
②被保険者資格の届出
③保険関係成立の届出
④労災保険の特別加入申請
⑤事務の委託や解除
⑥その他の申請・届出

青年・女性部事業

イベントの実施により地域貢
献事業を通じて町民とふれあ
い、地域と関わりを持つこと
によって地域社会の発展に寄
与する。また、部員相互のふ
れあい活動を実施し、異業種
間の情報交換を行い経営力の
向上を図る。

【青年部】
・御津町花火大会
・新年名刺判
・交流事業

指標

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

実績
数値

14

指標

目標
数値

指標

357

御津町内の中
小企業等

青年部員

御津鐵工会員

小規模事業者

小規模事業者
及び青年部員

小規模事業者

小規模事業者

小規模事業者

青年部員がイベント等に
参加することにより、部
員相互の結束が強まり、
組織維持に繋がった。交
流・親睦事業などの部員
相互の交流の中で、情報
交換したり、仕事の幅を
広げることができた。

町内鉄工業者との意思疎
通、意見交換等が円滑に
行われたことで、経営支
援に繋がった。

地域の総合的な振興とと
もに、小規模事業者の販
売促進効果が得られた。

小規模事業者の経営改
善、税務に関する知識な
ど資質の向上が図られ事
業運営の一助となった。

今後も経営発達支
援計画等の趣旨に
沿い、小規模事業
者の総合的な発達
を図るため、将来
展望醸成や、経営
改善のための援助
に注力する。

指導対象者数 指導延回数

実施回数 参加人数

参加人数

出店者の満足度調査

参加人数

部員の満足度調査

小規模事業者の頼れる相
談相手となり、各職員の
立場から小規模事業者に
役立つ指導と支援が見込
まれた。

記帳方法や決算、確定申
告の指導により、的確な
税務申告と事業者の計数
管理の育成をすることに
より経営判断力の向上に
繋がった。

参加者個々の決算書をも
とに、決算書の見方を学
んだ。所得税や相続税の
仕組みも学び、課題解決
の一助となった。
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今後も多くの参加
が見込まれるテー
マについてセミ
ナー等を開催し、
彼等の将来的な課
題解決の一助とな
るよう努める。

適正な税務申告と
経理の自計化や計
数管理による経営
力の向上を図り、
引き続き指導を実
施していく。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 御津町商工会

得られた効果 備考

　２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 83.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり
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今後も事業者への
情報提供のツール
として、地域経済
の発展のため、引
き続き各産業団体
への活動に参画す
る。

参加回数
指標

産業団体事業

産業団体事業に参画すること
により、地域経済の発展に寄
与し、小規模事業者の経済環
境整備を改善する。

産業団体主催の会議の参加
東三河地域の交通インフラ建設促進会
議
雇用対策及び公共職業安定所推進会議
広域観光及び市観光協会推進会議
地域経済連合会及び商工会議所会議
港湾経済及び港湾計画検討委員会

税務関連協議会
暴力追放関連会議
豊川水系総合開発関連会議

愛知県内の中
小企業等

産業団体に参画すること
により、広域的に産業・
経済情報を取得し、それ
らを小規模事業者へ提供
することが出来た。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


